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●国民健康保険の加入・脱退（2面）
●みんなの健康（3面）
●所得税などの申告・納税期限（4面）
●公園へ出掛けませんか（5面）
●ざまインフォメーション（6・7面）
●ざま子育てフェスティバル（8面）

市 の 人 口●129,932人（＋20人）
市の世帯数●58,381世帯（＋59世帯）
平成31年2月1日現在（ ）は1月との増減
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※写真は昨年のものです。

※新聞を購読されている方には、 新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み 申込専用電話 1046（252）8684（市政戦略課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス 70120（111）429 （無料）

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

　市と高座清掃施設組合では、座間・綾瀬・海老名市が共同で利用するごみ処理施設を更新し、新しいごみ処理
施設「高座クリーンセンター」を4月1日（月）に開設します。
　ごみ処理で発生する熱エネルギーを利用した最大4,870キロワットの電力を施設運用などに活用する他、特殊
フィルタで有害物質を効果的に除去するなど、環境負荷の少ない施設となっています。また、ごみ処理を行う「じ
ん芥

か い

処理施設」に加え、市民が利用できる「環境プラザ」を併設し、環境学習や市民活動をサポートします。施
設の効率化と環境負荷軽減のため、ごみの減量化へのご理解とご協力をお願いします。
担当� 資源対策課　☎046（252）7985　5046（252）7616

新 ご み 処 理 施 設

　市民活動や環境学習をする場を持ってもらおうと、市民利用施設を
開設しました（一部有料）。
　会議室やギャラリー、音楽室の他、排熱エネルギーを利用したキッ
チンルーム、創作工房があります。また、環境に関する展示・体験を
行う環境展示コーナーも開設しました。

　創作工房には、排熱エネルギーを利用し
た陶芸用電気窯を備えています。

　電気で調理を行う「ＩＨキッチン」など
を備えています。

　環境啓発の他、足踏み発電体験マシー
ン、メディアウォール、ごみ分別ゲームで
環境学習ができます。

　ごみピットは約 9日分の貯留能力があり、プラットホームは自動シ
ャッター、エアカーテンで臭気を外気へ漏らしません。また、ハイブ
リッドバグフィルタはダイオキシン類を99.9パーセント除去します。
　収集車の搬入路は、リサイクルなどの文字をイメージした「Ｒ字」
になっています。

　環境プラザの利用には、問い合わせ先への申し込みが必要です。じん芥
かい

処
理施設は、自由に見学できます（午後 5時まで。 4月 4日（木）から）。環
境プラザの一部施設は有料ですが、 6月30日（日）まで、無料で開放します。
詳しくは、問い合わせ先へお問い合わせください。

環境プラザ じん芥
か い

処理施設

高座クリーンセンター
所在地　海老名市本郷 1− 1

環境プラザ じん芥
か い

処理施設

燃窯室

環境展示コーナー

キッチンルーム

利用時間

問い合わせ先
午前9時〜午後8時（月曜日を除く）　※6月30日（日）までは午後5時まで。

高座清掃施設組合　1046（238）2094

プラットホーム バグフィルタ R字搬入路


